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BPO

 NHK 民放連 民放連加盟放送局（２０１社）が加入 NHK・民放連・民放連加盟放送局（２０１社）が加入

 目的

言論 表現の自由の確保と視聴者の基本的人権の擁護 言論・表現の自由の確保と視聴者の基本的人権の擁護

 独立した第三者の立場から迅速・的確に対応

 正確な放送と放送倫理の高揚に寄与 正確な放送と放送倫理の高揚に寄与

 「勧告」「見解」「意見」の通知

放送局は遵守 尊重→ 放送局は遵守・尊重

 委員会の審議・審理、放送局の対応を公表
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３委員会の決定等委員会 決定等

放送倫理検証委員会 （2007年 ） ８件 放送倫理検証委員会 （2007年～） ８件

 「勧告」「見解」各１件、 「意見」６件

 放送人権委員会 （1997年～） 36件
 「勧告」９件、 「見解」27件（「問題なし」を含む）

 青少年委員会 （2000年～） 11件
 「見解」11件
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見解」 件



委員会の特徴委員会 特徴

放送倫理検証委員会 放送倫理検証委員会
 放送内容を幅広く検証

 多様な検証方法 多様な検証方法

 放送人権委員会
 名誉 プライバシー等の判断 名誉、プライバシー等の判断

 放送倫理について積極的に提言

 青少年委員会 青少年委員会
 視聴者と放送局を結ぶ回路

 中高生モニターを活用
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BPOの理解の拡大 ①解 拡大 ①

 一般への拡大（より広く） 一般への拡大（より広く）

 「意見」の発展的利用

 シンポジウム「事件報道と開かれた司法」 シンポジウム 事件報道と開かれた司法」

～ 裁判員制度実施を控えて ～

2008年5月、東大大学院情報学環と共催、260人参加

シンポジウム「バラ テ 向上委員会 シンポジウム「バラエティー向上委員会

～ 作りたいバラエティー、見たいバラエティー～」

2010年3月、民放連主催

在京キー局５局、計50人の制作者が、委員・視聴者と議論

 ホームページ、テレビ・ラジオスポット、 「BPO報告」 、「放送人

権委員会判断ガイド2010」
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BPOの理解の拡大 ②解 拡大 ②

 放送現場への浸透（より深く） ① 放送現場への浸透（より深く） ①
 「指摘に対する報告」

 （例） 局内・制作会社との勉強会、番組審議会への報告、

「危機管理チーム」等の設置、ハンドブック改定、基準変更、

局内アンケート 等

 「番組への反映・回答」
 「バンキシャ」勧告 検証番組

 「薬物報道」要望 要望を反映した番組の放送 薬物報道」要望 要望を反映した番組の放送

 「バラエティー」意見 バラエティーを考える番組の放送
– フジテレビ「私たちのフジテレビバラエティ宣言」
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BPOの理解の拡大 ③解 拡大 ③

 放送現場への浸透（より深く） ② 放送現場への浸透（より深く） ②
 「委員会と制作者の対話の推進」

当該局説明会（4回）、 委員の各局勉強会出席、当該局説明会（ 回）、 委員 各局勉強会出席、

事例研究会（2回、各100人出席）、地方局意見交換会（大阪、札幌）

年次報告会委員長報告、放送局連絡責任者との懇談等

調査役の放送局派遣（10年度6回）調査役の放送局派遣（10年度6回）

 放送局の経営者へ（より高く）放送局の経営者 （より高く）
 民放連会員協議会で講演

 経営者、指導者の放送倫理向上についての責任
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 社員教育、体制整備



今後の活動への決意今後 活動 決意

放送の影響力とそれに伴う社会的責任 放送の影響力とそれに伴う社会的責任

 放送の自由を守る力は、視聴者の信頼

 BPOの信頼は、公平な判断への視聴者の理解、

納得で成立納得で成立

 「より広く」「より深く」「より高く」の努力の推進
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